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第一章 Linux2.6.28 バージョンの特徴  

Idea6410 ARM11 ボードの Linux 最新バージョ Linux2.6.28 は以前のバージョン

linux2.6.24 と比較して機能はもっと多くなり、豊かなデバイ スドライバとサンプルソー

スが増加されて、S3C6410開発ボードの優れ点を示している。  
1.1 仕様  

1、カーネルのバージョ ン：linux2.6.28  

2、グラフィカルインターフェイス：Qtpia 2.2.0  

3、ルートファイルシステム：yaffs2  

3、ブートローダのバージョン：u-boot-1.1.6 

4、クロスコンパイラ：cross-4.2.2-eabi 

 

1.2 機能概要 

1、MPEG4/H264/H263/VC-1マルチメディアのハードウェアコーデック 

2、ダブル、四分画面のビデオハードウェアのデコード  

3、JPEGハードウェアエンコードとデコード 

4、カメラのキャプチャ、ビデオのエンコード、JPEGエンコーディング 

5、2D/3Dのハードウェア加速 

6、2.8～10.4の幅広いサイズの LCDの対応 

7、TVOUT出力 

8、USBマウス、キーボード 

9、タッチスクリーンのキャリブレーション  

10、mediaplayerのビデオ再生  

11、画像ブラウザー、ファイル管理、カレンダー、時計、電卓  

12、手書き入力、キーボード入力、端末ターミナル 

13、プラグインの管理  

14、様々な内蔵ゲーム  

15、Nand Flash、USB、SD/HSMMC、オーディオ、イーサネット、UART、LCD、TOUCH、カメラ、

SPI、IIC、DMA、KEYPAD、RTC、MFC、JPEGなどのドライバ 

http://www.csun.co.jp/�
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第二章 開発環境要求 

2.1 開発ボードの準備  

◆idea6410開発ボード（Ethernet ICは DM9000AEP） 

◆クロスのシリアルケーブル（メス・メス）：開発ボード COM0と PCの COMポートを接続し

てデバッグするために使用  

◆LANケーブル：ネットワークのテストに使用  

◆USBケーブル：イメージファイルをダウンロードするために使用  

◆12V/2A DC電源アダプタ：開発ボードに電源提供  

◆SDカード：初回書き込む時、SDカードから起動する（2GB未満容量の SDカードを使用し

てください）。  

◆USB インタフェースの SD カードリーダー：PC から起動ファイルを SD カードにコピーす

る 

2.2 ホスト環境  

二種類ある。 

１：二台の PCを用意する（お勧め）。一台は ubuntu9.04 をインストールして、ブートロー

ダ、カーネル、アプリ、NFS サーバーなどをコンパイルするために使用する。もう一台は

Windows XP をインストールし、コンパイル済みのイメージファイルを開発ボードに書き込

むために使用。  

２：PC が一台しかない場合は Windows XP+ VMware6.0（以上）+ ubuntu9.04の環境でも良

い。  

このマニュアルでは、上記１を前提で説明する。 

http://www.csun.co.jp/�
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第三章 イメージファイルの書き込む  

3.1 主なイメージファイル 

 Linux2.6.28のイメージファイル： 

①SDboot.bin 

②u-boot-nand.bin 

③zImage 

④rootfs 

3.1.1 SDboot  

SDbootは開発ボードの SDカードから起動時用のイメージファイルで、主に初回書き込みの

際に使用のブートとなる。Nand Flash が空の時、SD カードを介して SDboot を起動する。

SDbootは USB OTGで高速ダウンロードし Nand Flashに書き込む事をサポートする。 

3.1.2 u-boot-nand  

u-boot-nandは Nand Flashに書き込まれて、Nand Flashから起動する際に使われるイメー

ジファイルである。u-boot-nand は USB OTG でダウンロード、Nand Flash のリード、書き

込み、消去などをサポートする。u-boot-nand のベースは u-boot-1.1.6 バージョンで、こ

のバージョンで対応している全てのコマンドと機能（ネットワーク機能以外）を実現して

いる。  

3.1.3 zImage  

zImage はカーネルイメージファイルで、ソースコードの urbetter-linux2.6.28-v1.0 バー

ジョンを基づいている。  

3.1.4 rootfs  

rootfs はルートファイルシステムで、ここで提供しているルートファイルシステムのタイ

プは YAFFS2である。下記 2つの起動方法をサポートしている：  

1、NFSネットワークルートファイルシステム 

2、Nand Flashから YAFFS2のファイルシステムを起動する 

 

3.2開発ボード書き込み時の注意事項  

3.2.1 注意事項一 

ディフォルトでは wince6.0がインストールされている。PCとのシリアル通信を確認くださ

い。次の注意点がある： 

1、弊社提供しているクロスシリアル線を使ってください。USB-COM 変換ケーブルはちょっ

と不安定なので避けて欲しい。 

2、windows xp環境で DNW或いは他のシリアルデバッグターミナルを起動して、DNWを設定

する。設定手順は下記です： 

◆ Serial Port –> Connect 

http://www.csun.co.jp/�
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◆ Configuration -> Options 
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3、電源入れると、シリアルターミナルに起動情報が表示される（下記は EBOOT情報である）： 

 

 

3.2.2 注意事項二 

出荷時のディフォルト OS は Wince6.0 なので、Linux のイメージファイルを書き込む前に、

Winceの Ebootで「A」を選択して、Nand Flashをフォーマットする必要。しないと、正常

に u-bootを書き込みあるいは実行できない。 

http://www.csun.co.jp/�
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Nand Flashをフォーマットする手順： 

１、シリアル線でボードの Com0と PCを接続する。 

２、Windows xpで DNWを起動する。 

３、電源をいれて、3秒以内に space key押して eboot画面に入る。 

４、「A」を選択して、フォーマットする。 

 

 

3.2.3 注意事項三 

１、起動用の SDカードを作る。標準の SDカードで２GB以内のをお勧め。 

２、SD カードに SDboot を書き込む時、SD カードリーダーを使ってください。ノートパソ

コン内蔵のカードリーダーで書き込む場合は正常に書けない或いは起動できない場合

がある。 

3.3 起動用 SDカードの作成 

１、SD カードを USB カードリーダーに挿して、Windows xp 環境で FAT32 ファイルシス

テムでフォーマットする。 
２、Windows xp 環境で、Linux2.6.28¥tools¥moviNAND_Fusing_Tool.exe を実行する。 

http://www.csun.co.jp/�
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３、SDboot.bin を SD カードに書き込む。 
SD/MMC Driver の所は SD カードの Windows xp 上のドライブ名を選択する。 
Image fileの所は“Browse”をクリックして¥linux2.6.28¥image¥SDboot.binを選択する。 
“START”をクリックする。 

http://www.csun.co.jp/�
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※書き込み成功しても、SD カードから書き込んだデータは見えない、また容量も変わらな

い。 
 
3.4 u-bootの書き込む 

本節では SD カードから SDboot を起動して、SDboot のコマンドで USB OTG で

u-boot-nand を Nand Flash に書き込む。初めて書き込む時あるいは Nand Flash 中の

u-boot が壊れた場合、この方法で u-boot を Nand Flash に再書き込むできる。 
3.4.1 起動モードの設定 

起動モード OM1 OM2 OM3 OM4 

SW1の Pin １ ２ ３ ４ 

SDカード起動 １ １ １ １ 

Nand Flash起動 １ １ ０ ０ 

http://www.csun.co.jp/�
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ディフォルトは Nand Flash 起動なので、SD カード起動モードに設定するには、SW1 の

3,4 Pin を ON にする必要。 
※１、SW1 の ON の場合は“1”で、OFF の場合は“0”、“X”は High 或いは Low 電流。 
 ２、idea6410 の出荷時の設定は Nand Flash 起動モード。 
 
SD カードで SDboot を起動する時は、起動モード設定 SW1 を SD カードモードに設定す

る必要。つまり、SW1 の１から４が：１１１１ 
 
3.4.2 SDboot の起動 
１、起動用 SDカードをボードの SD口に挿入する。 

２、ボードと PCの間にシリアル線と USB線で接続する。 

３、Windows xpで DNWを起動し、接続 COMを設定する。 

 

◆ DNW のメニューの“Serial Port”->“Connet”、接続成功したら、ステータス欄

http://www.csun.co.jp/�
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に[COM1,115200bps]が表示される。 

 

４、ボードの電源入れると、DNW から情報が出てくる、bootdelay はディフォルトで 3 秒。 

 

◆ 3 秒以内に space key を押すと、SDboot コマンドラインになる。 

http://www.csun.co.jp/�
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3.4.3 Nand Flash のフォーマット 
  ◆“nand erase 0 10000000”コマンドを実行する。 

 

 

http://www.csun.co.jp/�
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3.4.4 u-boot-nand.bin を Nand Flash に書き込む 
◆“dnw c0008000”コマンドを実行する。 
PC 上にまだ USB ドライバをインストールしてない場合は、自動で新しいハードウェアを

発見されて、ドライバをインストールしてから、DNW でイメージファイルをダウンロード

できる。USB ドライバは¥linux2.6.28¥tools¥USBdriver を参照する事。 
既に USB ドライバがインストールされている場合は、ステータス欄に[USB:OK]の情報が

表示されて、「OTG cable Connected！」の様なメッセージが表示される。 

 
◆ USB Port －>Transmit －> Transmit の順にクリックする。 

http://www.csun.co.jp/�
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◆ ¥linux2.6.28¥image¥u-boot-nand.bin を ram 0xc0008000 アドレスに書き込む。 

 

http://www.csun.co.jp/�
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◆ “nand write c0008000 0 100000”コマンドを実行する。 

 

u-boot-nand.bin を nand flash 0x0 アドレスに書き込む。 
3.4.5 u-boot-nand.bin の書き込みが成功したかの確認 
ボードの起動モードを nand flash モードに設定して、起動する。U-boot-nand が正常に起

http://www.csun.co.jp/�


    不可能への挑戦        株式会社日昇テクノロジー      低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  19 

動できれば、正常に書き込まれている。 
具体的には： 
◆SW1 を nand 起動コードに設定する、１から４が１１００。 
◆SD カードを抜き出して、起動する。 

 

ボードが正常に nand flash から u-boot-nand を起動すれば、u-boot-nand が正常に nand 
flash に書き込まれて動作する。この後のイメージファイルの書き込みは nand flash の

u-boot で実現して、起動 SD カードはもう必要ない。 

http://www.csun.co.jp/�
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3.5 zImage の書き込み 
◆u-boot コマンドラインに“dnw c0008000”コマンドを実行する。 

 

◆ USB Port －>Transmit －> Transmit の順にクリックする。 

 
◆ ¥linux2.6.28¥image¥zImage を ram 0xc0008000 に書き込む。 

http://www.csun.co.jp/�
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◆ “nand write c0008000 100000 300000”コマンドを実行する。 
もし nand flash 0x100000~0x400000 に何か書き込まれている場合は、先にクリアしてか

http://www.csun.co.jp/�
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ら書き込まれる。クリアコマンドは：nand erase 100000 300000。この前に既に

0x0~0x10000000 をクリアしているので、ここではクリアしなくて書き込む事が出来る。 

 

http://www.csun.co.jp/�


    不可能への挑戦        株式会社日昇テクノロジー      低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  23 

3.6 rootfs の書き込む 
Yaffs2 ファイルシステムの書き込む流れは次： 
Linux ホスト NFS サーバー環境を作る 
↓ 
u-boot の bootargs を NFS 起動に設定する 
↓ 
起動する。システムが起動して自動的に NFS ネットファイルシステムにマウントする。 
↓ 
NFS ファイルシステム起動後、/bin フォルダにある Writerootfs を実行して YAFFS2 ルー

トファイルシステムを nand に書き込む。 
↓ 
再起動する。U-boot に入って、u-boot の bootargs を nand flash 起動の Yaffs2 ルートファ

イルシステムに設定する。 
↓ 
書き込み完了後、再起動する。Nand flash から Yaffs2 ファイルシステムを起動する。 
 

3.6.1 NFS ルートファイルシステムのマウント 
１、Linux ホスト（ubuntu 9.04）上に NFS サーバーをインストールする。 
#sudo apt-get install nfs-kernel-server 
２、Linux ホスト（ubuntu 9.04）上に nfs_share 共有フォルダーを作成する。 
３、Linux ホスト（ubuntu 9.04）上の NFS コンフィグファイル（/etc/exports）を修正す

る。 

 

Fusqはホストのユーザー名。 

/home/fusq/nfs_shareはサーバーの共有フォルダー。 

192.168.1.128はボードの IP 

４、\linux2.6.28\filesystem\urbetter-rootfs-qt-2.2.0.tgz を Linux ホスト共有フォル

ダー/home/fusq/nfs_shareにコピーする。 

５、nfs_shareフォルダーで urbetter-rootfs-qt-2.2.0.tgzを解凍する。 

# sudo tar xvf urbetter-rootfs-qt-2.2.0.tgz 

こ れ で ル ー ト フ ァ イ ル シ ス テ ム の フ ォ ル ダ ー が 作 成 さ れ る 。
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urbetter-rootfs-qt-2.2.0.tgzはそのまま保持する、後でまた使う。 

６、Linuxホスト NFSサーバーを再起動する。 

#sudo /etc/init.d/portmap restart 

#sudo /etc/init.d/nfs-kernel-server restart 

７、ボードに LANケーブルを挿して、Linuxホストのローカル LANに接続する。 

８、電源入れて、u—bootコマンドラインに入る。 

 

９、u-boot起動パラメータを設定する。 

◆ bootcmdを設定する。 

#setenv bootcmd nand read 0xc0008000 0x100000 0x300000\;bootm 0xc0008000 

◆ bootargsを設定する。 

#setenv bootargs "root=/dev/nfs nfsroot=192.168.1.110:/home/fusq/nfs_share 

ip=192.168.1.128:192.168.1.110:192.168.1.1:255.255.255.0:www.urbetter.com:eth0:o

ff 

console=ttySAC0,115200" 

◆ パラメータを保存する。 

#saveenv 

192.168.1.110：NFS サーバーホスト IP 

注 意 点 ： パ ラ メ ー タ を 設 定 す る 時 は 必 ず 一 行 で 入 力 く だ さ い 。

\linux2.6.28\u-boot\linux-boot.txt ファイルに上記内容を保存しているので、コピーし

て使う方をお勧め。 

１０、Resetキーを押して、ボードを再起動する。 
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起動したら、自動的に NFSファイルシステムをマウントする。 

 

LCD上は QT画面が出て来る。 

3.6.2 YAFFS2 ファイルシステムの書き込み 
１、NFS ファイルシステム正常に起動後、urbetter-rootfs-qt-2.2.0.tgz はルートフォルダに

ある事を確認ください。 

 

２、 ./bin/Writerootfs を実行すると、自動的に YAFFS2 のファイルシステム
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urbetter-rootfs-qt-2.2.0.tgzを nand flash（mtdblock2）に解凍する。 

 

/bin/Writerootfs実行の流れは次の様に確認できる。 

 

３、YAFFS2 ルートファイルシステムを nand flash に書き込んだ後、u-boot の起動パラメ

ータを設定して、ボードを nand flash から起動する。 
◆ボードを再起動して、u-boot コマンドラインに入る。 
◆ bootargsを設定する 

# setenv bootargs "root=/dev/mtdblock2 rootfstype=yaffs2 console=ttySAC0,115200" 

◆ パラメータを保存する。 

#saveenv 
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ボードを再起動すると、nand flashから yaffs2ルートファイルシステムを起動する。 
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第四章 イメージファイルのコンパイル 

4.1 クロスコンパイラーのインストール 
１、linux2.6.28\cross_compile\cross-4.2.2-eabi.tar.bz2 を Linux ホストワークフォル

ダにコピーする。 

２、Linuxホストで下記コマンドを実行して、クロスコンパイラーをインストールする。 

# sudo tar jxvf cross-4.2.2-eabi.tar.bz2 –C /user/local/arm 

３、確認する。 
# ls /user/local/arm 

 

 

 

4.2 u-boot ソースパケットのコンパイル 
１、\linux2.6.28\u-boot\urbetter-u-boot-1.1.6-v1.0.tgz ソースパケットを Linux ホス

トワークフォルダにコピーする。 

２、urbetter-u-boot-1.1.6-v1.0.tgzを解凍する。 

# tar zxvf urbetter-u-boot-1.1.6-v1.0.tgz 

３、urbetter-u-boot-1.1.6-v1.0フォルダで下記コマンドを実行する。 

# make clean 

# make smdk6410_config 

# make 

実行後、カレントフォルダに u-boot.bin ファイルが生成される。ファイル名を

u-boot-nand.binに変更する。 

4.3 カーネルソースパケットのコンパイル 
１、\linux2.6.28\kernel \ urbetter-linux2.6.28-v1.0.tgzソースパケットを Linuxホス

トワークフォルダにコピーする。 

２、urbetter-linux2.6.28-v1.0.tgzを解凍する。 

# tar zxvf urbetter-linux2.6.28-v1.0.tgz 

３、urbetter-linux2.6.28-v1.0フォルダで、下記コマンドを実行する。 

# make clean 

http://www.csun.co.jp/�


    不可能への挑戦        株式会社日昇テクノロジー      低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  29 

4.3.1 カーネルコンフィグファイルの設定 
１、コンフィグファイルを修正する。 

# cp urbetter-LCD7A.config .config 

# make menuconfig 

Device Driver ----> 

 

Graphics support ---> 
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Support for frame buffer devices ---> 

 

Select LCD Type (UT_LCDxxxxxx) ---> 
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該当する LCDタイプを選択する。 

 

保存して Exit。 

4.3.2 カーネルのコンパイル 
「make」コマンドを実行する。 

コンパイル後は、arch/arm/boot/フォルダに zImageファイルが生成される。 
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第五章 ドライバとインタフェースのテスト 

5.1 LCD テスト 
make menuconfig で該当する LCD タイプを選択して、コンパイルしてできた zImage をボー

ドに書き込むと、起動時に該当するドライバが搭載される。 

 

下記画面は UT_LCD7Aの表示結果： 
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5.2 タッチパネルのテスト及び訂正 
初めて起動時は USBマウスで訂正する必要。USBマウス機能はディフォルトでは OFFですが、

OPENする方法は「5.41 USBマウスのテスト」を参照ください。 

 

5.3 SD カードのテスト 
SDカードをボードに挿入する。 

 

自動的にルートフォルダの sdcardフォルダにマウントされる。「ls」コマンドでマウント

が成功したか確認できる。 

 

SDカードを抜出す。 
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5.3.1 SD カードの読み出しテスト 
SDカード上の logo.binファイルを/tmp/フォルダにコピーする。 

 

「ls」コマンドで確認する。 

 

読み出す結果 OKです。 

5.3.2 SD カード書き込みテスト 
上記でコピーした tmp/logo.bin ファイルを SD カードに logo1.bin にネーム変更してコピ

ーする。 

 

「ls」コマンドで確認する。 
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5.4 USB テスト 
5.4.1 USB マウステスト 
ディフォルトは OFFですが、下記手順で ONにする。 

１、シリアルターミナル側で vi ./bin/qtopia コマンドを実行する。 

 
２、マウスとタッチ機能をオープンする（ディフォルトではコメントアウトされている）。 

 

保存して Exit。 
３、ボードを再起動する。 
４、USB マウスを USB Host インタフェースに挿入すると、ターミナル側で下記メッセー

ジが表示される： 

 
USBマウスを抜出すと 

 

5.4.2 USB キーボードテスト 
USB キーボードを USB Host インタフェースに挿入すると、ターミナル側で下記メッセージ

が表示される： 
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抜出すと、 

 

5.4.3 USB メモリディスクテスト 
USB メモリディスクを USB Host インタフェースに挿入すると、ターミナル側で下記メッセ

ージが表示される： 

 

USBメモリディスクは自動的に/udiskにマウントされる。「ls」コマンドで確認する。 

 
5.5 LAN テスト 
電源入れて、LANケーブルを挿入する。 
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ボードからホストを Pingする：ping 192.168.1.110 
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第六章 マルティメディアハードウェアエンコード・ディ

コード機能のテスト 

マルティメディアハードウェアエンコード・ディコードテストアプリの実行テストアプリ

でテスト項目を選択する。 

１、\linux2.6.28\test\UT_MultiMedia_testフォルダを全て SDカードにコピーする。 

このフォルダにテストアプリ UT_MultiMedia_test とビデオテストアプリ（TestVectors フ

ォルダ中）が含めている。 

２、SDカードをボードに挿す。ターミナルから UT_MultiMedia_testフォルダに入る。 

 

 

３、UT_MultiMedia_testアプリを実行する。 

# ./ UT_MultiMedia_test 

 

6.1 H264 ビデオハードウェアディコード機能テスト 
「1」入力して Enterキーを押す。 
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6.2 MPEG-4 ビデオハードウェアディコード機能テスト 
「2」入力して Enterキーを押す。 
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6.3 H263 ビデオハードウェアディコード機能テスト 
「3」入力して Enterキーを押す。 
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6.4 VC-1 ビデオハードウェアディコード機能テスト 
「4」入力して Enterキーを押す。 
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6.5 複数チャネル同時ハードウェアディコード機能テスト 
「5」入力して Enterキーを押す。 

四つのウィンドーで同時に H264、MPEG4、H263、VC-1のハードウェアディコードする。 
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6.6 JPEG 画像のハードウェアディコード機能テスト 
「9」入力して Enterキーを押す。 
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6.7 カメラプレビューと H264 ビデオハードウェアエンコード機能テスト 
「6」入力して Enterキーを押す。 

 

「e」入力して Enterキーを押す。 

エンコードが始まる。100 フレーム満たすと自動で停止する。エンコードした H264 ファイ

ルはカレントフォルダに保存される。ファイル名は：Cam_encoding_320x240-1.264 
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「x」を入力して、本テスト終了する。 
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6.8 カメラプレビューと JPEG 画像ハードウェアエンコード機能テスト 
「8」入力して Enterキーを押す。 

 

「c」を選択する。１フレームをキャッチして JPEG画像ファイルで保存される。 

場所はカレントフォルダ、ファイル名は Cam_capture_640x480-1.jpg 
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6.9 カメラプレビューと MFC ハードウェアディコード機能テスト 
「7」入力して Enterキーを押す。 

カメラからリアルタイムでキャッチし、ビデオディコードも同時に行って表示される。 
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――以上。 
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